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○国際会議誘致・開催貢献賞の概要 

【趣旨】  

国際会議の開催は、開催地への外国人参加者の来訪に加え、地元産業と学会を連携させることによる地域

の活性化や経済発展に繋がります。本賞は、先進性、独創性を含んだ企画力や地域貢献等を含んだレガシーに

優れている会議など、今後のベストプラクティスとなる国際会議の優れた事例を表彰し、会議主催者や一般の方に

国際会議誘致・開催の重要性の理解の促進を図ることを目的としており、誘致・開催の 2 部門で、有識者による

審査を経て表彰します。なお、今回は、外国人のオンラインでの会議参加によるハイブリッド形式も対象といたしま

した。当事業は 2008 年より実施しており、本年で 15 年目を迎えます。 

※受賞には至らなかったものの、審査委員会で優れているとされた国際会議に対し、「特別賞」を授与 

【対象となる国際会議】  

・参加者総数 50 名以上、かつ参加者の国籍が日本を含む 3 か国以上で開催期間が 1 日以上 

・2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日に誘致決定又は日本で開催された国際会議 

 

2023 年 1 月 27 日 

日本政府観光局（JNTO）では、毎年、優れた国際会議の誘致や開催に対して「国際会議誘致・開催

貢献賞」を選定しています。2022 年度は、「誘致の部」で 3 件、「開催の部」で 2 件の国際会議を選出し

ました。受賞した会議では、それぞれ、地域・学会などの関係者との連携、若手育成、SDGs への対応、円

滑なハイブリッド開催など、他の地域でも参考になる優れた取組がなされております。 

JNTO では、今回の受賞会議の事例を関係者にも共有し、地域が取り組む国際会議の誘致・開催を今

後とも積極的に支援していきます。 

※本リリースは国土交通記者会・交通運輸記者会に配布しております。 

2022 年度「国際会議誘致・開催貢献賞」の受賞会議が決定！ 

【お問い合わせ先】  

MICE プロモーション部 誘致推進グループ  

担当：清水・延川 

TEL：03-5369-6015  E-MAIL：yuchi@jnto.go.jp 

○2022 年度受賞会議（詳細は次ページ以下参照） ※掲載は開催年月日順 

【国際会議 誘致の部】 

WDO 世界デザイン会議 東京 2023 （開催年：2023 年、開催地：東京都墨田区/港区） 

第 7 回パターン認識に関するアジア会議（開催年：2023 年、開催地：福岡県北九州市） 

第 27 回アジア太平洋リウマチ学会議  （開催年：2025 年、開催地：福岡県福岡市） 

【国際会議 開催の部】 

  第 17 回 世界地震工学会議（開催年：2021 年、開催地：宮城県仙台市、参加者数 3,123 人） 

  シーグラフアジア 2021       （開催年：2021 年、開催地：東京都千代田区、参加者数 3,325 人） 
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   【国際会議 開催の部】                 

会議名 参加者数 開催年 開催都市 

第 17 回 世界地震工学会議 3,123 人 2021 年 宮城県仙台市 

シーグラフアジア 2021 3,325 人 2021 年 東京都千代田区 

 

   【国際会議 開催の部（特別賞）】          

会議名 参加者数 開催年 開催都市 

ICCA（国際会議協会） 第 60 回年次総会  

アジアパシフィック・ハブ 長崎 
152 人 2021 年 長崎県長崎市 

 

■受賞会議  ※掲載は開催年月日順 

 

【国際会議 誘致の部】             （※）開催年については今後変更となる場合があります。   

会議名 参加者数 開催予定年（※） 開催都市 

WDO 世界デザイン会議 東京 2023  600 人 2023 年 東京都墨田区/港区 

第 7 回パターン認識に関するアジア会議   900 人 2023 年 福岡県北九州市 

第 27 回アジア太平洋リウマチ学会議 3,000 人 2025 年 福岡県福岡市 

 

【国際会議 誘致の部（特別賞）】            （※）開催年については今後変更となる場合があります。   

会議名 参加者数 開催予定年（※） 開催都市 

第 380 回国際天文学連合シンポジウム 

宇宙メーザー ー 次世代大型事業に向けた「固有運動」 
150 人 2023 年 鹿児島県鹿児島市 

第 13 回アジア比較教育学会  300 人 2023 年 広島県広島市 

 

第 17 回 世界地震工学会議 シーグラフアジア 2021 

【国際会議 開催の部】受賞会議の様子 
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2022 年度国際会議誘致・開催貢献賞  

「誘致の部」受賞会議 

別紙 

会議名 
（和名）WDO 世界デザイン会議 東京 2023 

（英文）WORLD DESIGN ASSEMBLY TOKYO 2023 

主催者 公益財団法人日本デザイン振興会 開催都市 東京都墨田区/港区 

開催期間 2023 年 10 月 27 日～10 月 29 日（3 日間） 競合 

ジュネーブ（スイス） 

ラハティ（フィンランド） 

ドバイ（UAE） 

バンコク（タイ） 

パナマシティ（パナマ） 

参加予定人数（外国人参加者数） 600 名（300 名） 参加予定国・地域数 40 ヵ国・地域 

受賞理由 

墨田区と港区での複数会場による街全体の盛り上げや、会期中にグッドデザイン賞やデザイン月間を

企画するなど、イベントを活用して国際会議の効果を高める工夫がみられる点が評価された。また、

会議誘致を視野に入れ国際本部の理事に日本デザイン振興会のメンバーが選出されたことで、ロビー

活動を円滑に行う土台づくりがされていたことも評価のポイントとなった。 

会議名 
（和名）第 7 回パターン認識に関するアジア会議 

（英文）The 7th Asian Conference on Pattern Recognition (ACPR 2023) 

主催者 国際パターン認識連盟 開催都市 福岡県北九州市 

開催期間 2023 年 11 月 5 日～11 月 8 日（4 日間） 競合 シドニー（オーストラリア） 

参加予定人数（外国人参加者数） 900 名（700 名） 参加予定国・地域数 25 ヵ国・地域 

受賞理由 

ロボット産業の集積地を目指し、環境都市としての認知がある北九州市での開催に相応しい国際会議

を誘致した。競合国であるシドニーとの差別化のために環境都市としての強み、近隣観光地の魅力等

を提案書に盛り込むなどの工夫により、知名度の高いシドニーに勝り誘致に成功した好事例である。

その他、北九州市と大学の連携協定による国際会議誘致活動や SDGs の取り組みも高評価であった。 

会議名 （和名）第 27 回アジア太平洋リウマチ学会議 

（英文）The 27th Asia-Pacific League of Associations for Rheumatology Congress 

主催者 
Asia Pacific League of Associations for 

Rheumatology -APLAR- 
開催都市 福岡県福岡市 

開催期間 2025 年 9 月 2 日～9 月 5 日（4 日間） 競合 

シンガポール 

デリー（インド） 

ヌルスルタン（カザフスタン） 

参加予定人数（外国人参加者数） 3,000 名（1,000 名） 参加予定国・地域数 34 ヵ国・地域 

受賞理由 

学会内で影響力のある先生方によるロビー活動、欧米の学会と協力したハイレベルなプログラム提

案、開催都市の魅力を存分に盛り込んだ Bid Paper など、誘致に必要な活動を全て網羅した誘致のお

手本として非常に高く評価された。立候補からプレゼンまで 2 カ月未満というタイトスケジュールに

も関わらず、主催団体、大学、地域、JNTO が一体となりオールジャパン体制で取り組んだことも評

価のポイントとなった。 
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 「誘致の部」特別賞 受賞会議 

会議名 

（和名）第 380 回国際天文学連合シンポジウム 

宇宙メーザー ー 次世代大型事業に向けた「固有運動」 

（英文）IAU Symposium 380  

Cosmic Masers ー Proper Motion toward the Next-Generation Large Projects 

主催者 
第 380 回国際天文学連合シンポジウム開催

組織委員会 
開催都市 鹿児島県鹿児島市 

開催期間 2023 年 3 月 20 日～3 月 24 日（5 日間） 競合 

クアラルンプール（マレーシア） 

ハイファ（イスラエル） 

ポツダム（ドイツ） 

ブダペスト（ハンガリー）他 

参加予定人数（外国人参加者数） 150 名（100 名） 参加予定国・地域数 25 ヵ国・地域 

受賞理由 

宇宙研究と関係の深い鹿児島を強調することで、意義深く効果的な計画・誘致活動が達成されたこと

が評価された。若手研究者のみならず市民向けの講演会や電波天文観測実習が計画されていることも

ユニークな評価を受けるポイントとなった。 

会議名 
（和名）第 13 回アジア比較教育学会 

（英文）The 13th Biennial Conference of Comparative Education Society of Asia(CESA) 

主催者 第 13 回アジア比較教育学会準備委員会 開催都市 広島県広島市 

開催期間 2023 年 11 月 24 日～11 月 26 日（3 日間） 競合 
北京（中国） 

ラホール（パキスタン） 

参加予定人数（外国人参加者数） 300 名（200 名） 参加予定国・地域数 20 ヵ国・地域 

受賞理由 

次世代を担う若手研究者に対し、国際会議での発表機会の提供、論文執筆ワークショップを行うなど、

若手育成を重視した取り組みが評価された。また、若手研究者に向け広島が歌う平和理念を PR し、

誘致を成功させたこともユニークなポイントであった。 

 

別紙 
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別紙 
2022 年度国際会議誘致・開催貢献賞 

 「開催の部」受賞会議 

会議名 （和名）第 17 回 世界地震工学会議 

（英文）17th World Conference on Earthquake Engineering (17WCEE) 

主催者 
（公社）日本地震工学会 

（17WCEE 組織委員会） 
開催都市 宮城県仙台市 

開催期間 2021 年 9 月 27 日～10 月 2 日（6 日間） 

参加人数（外国人参加者数） 3,123 名（1,854 名） 参加国・地域数 76 ヵ国・地域 

受賞理由 

開催都市の経験と会議テーマがよく整合しており、MICE アンバサダーの活躍、仙台市からの支援、

質の高い市民講座等地域貢献プログラムに加え、時差対策や、Extended conference period を設け

会議後もアーカイブで発表の動画を公開するなど、ハイブリッド開催ならではの様々な工夫が高評価

となった。フードロス削減等 SDGs の取り組みは他会議でも活用しやすい例が多く、手本とされるべ

きとの評価。また、早い段階で開催形式を切り替える判断を行ったことが開催のレベルの高さにもつ

ながったと評価された。 

※表面写真：ハイブリッド開催の様子 

会議名 
（和名）シーグラフアジア 2021 

（英文）SIGGRAPH Asia 2021 

主催者 SIGGRAPH Asia 2021 実行委員会 開催都市 東京都千代田区 

開催期間 2021 年 12 月 14 日～12 月 17 日（4 日間） 

参加人数（外国人参加者数） 3,325 名（658 名） 参加予定国・地域数 41 ヵ国・地域 

受賞理由 

当時ハイブリッド開催の前例などが少なかった中で、海外から入国できない学生ボランティアのオン

ラインでの参加や、企業と学生を結び付けるプログラムを運営し次世代育成につなげたことなどが高

い評価につながった。オンサイトでの参加者を増やすための料金設定などユニークな集客方法も高評

価であり、ハイブリッド型開催会議のモデルケース的な取り組みとなったという評価を受けた。 

※表面写真：ハイブリッド開催の様子 

 

2022 年度国際会議誘致・開催貢献賞 

 「開催の部」特別賞 受賞会議 

会議名 
（和名）ICCA（国際会議協会） 第 60 回年次総会 アジアパシフィック・ハブ 長崎 

（英文）ICCA 60th Congress 2021 Hub Asia Pacific 2021 – Nagasaki, Japan 

主催者 長崎市 開催都市 長崎県長崎市 

開催期間 2021 年 10 月 25 日～10 月 27 日（3 日間） 

参加人数（外国人参加者数） 152 名（28 名） 参加国・地域数 17 ヵ国・地域 

受賞理由 

参加国・地域の時差などを考慮したマルチハブ・ハイブリッド（※）という新しい開催形式を成功させ

た事が評価された。開業前の出島メッセを利用し、市長が挨拶に出るなど、All Nagasaki として一丸

となり取り組んだことも高評価であった。 
（※）メイン会場の他に大陸毎にハブ会場を設け、移動可能な範囲で対面開催を目指した手法 

 


